
2月28日(日)、市内中学生と在住外国人が参加して、親善サッカー交流試合が行わ
れました。これは、学校施設を地域に開放することで、地域社会と学校の連帯を深

めてもらおうと開催されたもので、会場となった第四中学校の校庭では、四中サッ

カ一部、ブラジルチーム、その他の外国人などからなるチームが総当たりで試合を

※ 行い、熱戦を繰り広げました。試合後は、国境を越えて和気あいあいと交流の輪が

シ 広がっていました。
リ

ス

「
橋
を
歩

ご
つ
」

は
お
休
み
し
ま
す
。
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平成11年度の完成を予定している i(仮称)上回大橋」

と i(仮称〉上田新橋」。

2月25日に名称選考委員会を開催した結果、 i(仮称〉

上回大橋」は『上回大橋』に、また、i(仮称〉上田新橋」

は『常田新橋』に、それぞれ名称が決定しました。

なお、名称募集については、市内外より 191名のかた

から244件の応募がありました。たくさんのご応募、あ

りがとうございました。

企上回大橋
「上回大橋」は国道18号上田坂城ノくイパスの一部であり、広域幹線道路として、「上田」を表示する

ことで、県外の通行者にも場所を知らせることができる、という理由で選定されました。

.応募者

じ>宮島広志さん(馬場町) じ>浅野謙樹さん(諏訪形) じ>伊藤富士夫さん(小泉)

じ>芳池茂市さん(上堀) [>田中富士子さん(倉升) じ>滝沢佳美さん(生塚〉

介
護
保
険
Q
&
A
①

こ
れ
ま
で
、
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
よ
く

お
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
質
問
な
ど
を
中
心
に
、

Q
&
A
方
式
で
説
明
し
ま
す
。

介
護
保
険
に
は
、
判
歳
以
上
の
す

べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
。

K
一

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

一
1
一な
か
た
を
社
会
全
体
で
支
え
る
と
い

う
理
念
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
ま
す
。
身
体

障
害
者
療
護
施
設
な
ど
一
部
の
施
設
に
入
所

し
て
い
る
か
た
を
除
き
、

ω歳
以
上
の
か
た

は
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
へ
行
う
介
護
認
定
申
請
(
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
申
請
)
は
、

本
人
や
家
族
以
外
に
誰
が
で
き
る
の
で
す
か
。

一、

t
一

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

(介

一
，
:
一
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
機
関
)

と
介
護
保
険
施
設

(特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム、

老
人
保
健
施
設
な
ど
)
が
、
申
請
代
行
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
認
定
申
請
を
し
た
後
に
行
わ

れ
る
訪
問
調
査
は
だ
れ
が
携
わ
る
の

で
す
か
。
ま
た
、
調
査
は
公
平
に
行
わ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

、

s一
訪
問
調
査
は
、
上
田
地
域
広
域
連

川

目

合

が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
調

査
員
は
広
域
連
合

へ
派
遣
さ
れ
た
市
の
職
員

や
広
域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
た
資
格
の
あ

る
民
間
事
業
者
が
行
う
予
定
で
す
。
今
後
、

広
域
連
合
が
訪
問
調
査
員
の
研
修
な
ど
を
行

い
、
調
査
が
公
平
に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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横町の
一方通行が解除に
都市計画道路・上田駅川原柳線の下横町の工事が¥今月

完了します。

これに伴い¥4月 1目的より下横町の一方通行が解除さ

れ、市街地交通の円滑化が図れることになりました。

横町一方通行解除区間図

企常田新橋
「常田新橋」は:、戦国時代からある「常田」

の地名を未来に引き継ぐ、という理由で選定

されました。

置応募者

じ>滝沢佳美さん(生塚) じ>滝沢昇さん

(生塚) [>阿部昭二さん(伊勢山) [>山

本セツさん (分去〉

大門町

横

町

町野J毎
中公

尾

町

町匠鷹

都市計画課(直@5127)
問い合わせ/

交通対策課(匝@5129)

都市計画課(固@51 27) 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 道路拡幅イベントして
みこしとぎょ

神輿渡御が行われます

マとき 4月4日(日)正午~午後3時マところ伊勢宮

社境内および横町自治会内 マ実行委員会 横町若伊者会

マその他 御神輿の担ぎ手も募集しています。 マ聞い

.問い合わせ

司
岨
置

か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
が
必
要

関
骸
画

に
な
る
よ
う
で
す
が
、
主
治
医
が
い

な
い
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

一、

L
一
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

一J
ι

一意
見
書
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
主
治
医
が
い
る
か
た
で

も
、
医
療
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
は
、
医
療

機
関
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

司

-a要
介
護
認
定

(介
護
が
必
要
で
あ

眠
降
臨

る
か
ど
う
か
を
判
定
さ
れ
る
こ
と
)

の
際
に
は
、
家
族
の
状
況
(
介
護
者
が
い
る

か
ど
う
か
な
ど
)
は
考
慮
さ
れ
る
の
で
す
か
。

一、
剛
三
要
介
護
認
定
で
は
、
家
族
の
状
況

一J
，
!
一

は
考
慮
さ
れ
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ
健
康
推
進
課
介
護
保
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担

当
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う
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だ
関
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(固
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4
月
1
日
か
ら

Z
Z後
Z
Z後

循
環
パ
ス
右
岸
西
コ

I
ス

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
に

乗
り
入
れ
し
ま
す

循
環
パ
ス
右
岸
西
コ
ー
ス
の
ア
ク
ア
プ
ラ

ザ
入
口
バ
ス
停
は
、
現
在
、
市
道
秋
和
上
掘

線
沿
い
に
あ
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
が
、

4
月
1
日
か
ら
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
の

玄
関
前
に
移
動
し
ま
す
。
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
に

ご
来
場
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
バ
ス
停
の
発
着
時
刻
は
変
わ
り
ま
せ
ん
0

・
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課

(
固
⑫

5
1

2
9
)、
千
曲
パ
ス

(固
⑫

2
3
6
3
)

77.3.76 [3J 



投票時間は午後8時(一部投票所を除く)まで

統ー地方選挙

上

島

w
'
w
k
m
ぜ
模
索
彦
/

統
一
地
方
選
挙
は
わ
た
し
た
ち
に

一
番
身
近
な
毎
日
の
生
活
や
ま
ち
の

将
来
を
託
す
選
挙
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

4
v
d
r
d
』
晶
君
る
か
が

-
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
場

A
ロ

マ
上
田
市
で
投
票
で
き
る
か
た

-
昭
和
日
年

4
月
ロ
日
以
前
の
生
ま

れ
で
、
平
成
日
年

1
月

1
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で

い
て
住
民
登
録
が
な
さ
れ
、
さ
ら

に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た

-
平
成
問
年
ロ
月
日
日
以
後
に
上
田

市
か
ら
県
内
へ
転
出
さ
れ
た
か
た

で
、
転
出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上

田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
た

こ
の
場
合
に
は
、
「
現
住
所
地

に
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と
の

証
明
書
(
現
住
所
地
の
市
町
村
長

が
無
料
で
発
行
し
ま
す
)
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

マ
旧
住
所
地
で
投
票
で
き
る
か
た

-
平
成
日
年

1
月

2
日
以
後
に
県
内

か
ら
上
田
市
に
転
入
さ
れ
た
か
た

で
、
旧
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
た

こ
の
場
合
に
は
、
「
上
田
市
に

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と
の
証

明
書
」
(
上
田
市
長
が
無
料
で
発

行
し
ま
す
)
が
必
要
と
な
り
ま
す
0

.
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
場

ムロ
・
昭
和
弘
年

4
月
初
日
以
前
の
生
ま

れ
で
、
平
成
日
年

1
月
日
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い

4 ... 4 ... 

て
住
民
登
録
が
な

さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
か
た

な
お
、
投
票
日

ま
で
に
転
出
さ
れ

た
か
た
は
、
入
場
券

が
郵
送
さ
れ
て
も

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

4w内
ぜ
6
4
m
g
れ
が
か
が

-
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
場

ムロ
・
3
月
お
日
ま
で
に
転
居
の
届
け
出

を
さ
れ
た
か
た
は
、
新
し
い
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
0

・
3
月
別
日
以
後
に
届
け
出
さ
れ
た

か
た
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

-
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
場

A
ロ

-
4月
刊
日
ま
で
に
転
居
の
届
け
出

を
さ
れ
た
か
た
は
、
新
し
い
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
0

・
4
月
日
日
以
後
に
届
け
出
さ
れ
た

か
た
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

姥
a
F
d』

8
8
k
m
い
か
が

-
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
場

ムロ
・
投
票
日

(
4月
日
日
)
ま
で
に
県

[4J 

日

71.3.16 

百一一ふ投

外
へ
転
出
さ
れ
た
か
た

.
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
場

ムロ
・
投
票
日

(
4
月
お
日
)
ま
で
に
市

外
へ
転
出
さ
れ
た
か
た

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
現
実
に
そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い

か
た
は
、
た
と
え
入
場
券
が
郵
送
さ

れ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

入
場
券

投
票
所
の
入
場
券
は
、
選
挙
ご
と

に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。
は
が
き

1
枚
に
世
帯
単
位
の

4
名
連
記
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
一
人
ず
つ
切
り
離

し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
は
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



あなたの声を』『選挙で聴きたい

4
v
d
F
f
s
g
b
w
同

投
票
時
間
は
、
午
前

7
時
か
ら
午

後

8
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
須
川
、

畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉
の
各

投
票
所
は
午
後

7
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
め
に
、
余
裕

を
も
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

模
索
の
タ
4
p

-
投
票
の
書
き
か
た

自
書
式
投
票
で
す
か
ら
、
投
票
用

紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

-
自
分
で
書
け
な
い
か
た
は

手
の
不
自
由
な
か
た
や
字
を
書
く

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
代
理
投

票
の
制
度
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
投
票
所
の

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

-
目
の
不
自
由
な
か
た
は

点
字
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ー
不
在
者
投
票
も
午
後

8
時
ま
で
|

投
票
日
に
、
仕
事
が
あ
っ
た
り
、
出
張
や
旅
行
な
ど
で
出
か
け
る
か
た
の

た
め
に
、
投
票
日
前
に
投
票
を
済
ま
せ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

d
P
4
v
a羽
4
v
d
r
f
s
g
る
か
が

-
投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
を
行

う
か
た

-
投
票
日
に
、
何
ら
か
の
用
務
の
た

め
に
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行
ま
た

は
滞
在
す
る
か
た

-
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
歩

く
こ
と
が
困
難
な
か
た

J
F
4
v
a羽
4
v
d
F
m
w
場
所
Mmd

-
場
所
選
挙
管
理
委
員
会
室
(
市
役
所
南

庁
舎

5
階
)
、
豊
殿
、
塩
田
、
川
西

の
各
支
所

・
時
間
午
前

8
時
初
分
か
ら
午
後

8
時
ま

で
(
支
所
は
午
後

5
時
ま
で
)

-
期
間

マ
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

4
月

2
日
働
か
ら
叩
日
出
ま
で

(
支
所
は

8
日
術
ま
で
)

マ
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

4
月
凶
日
間
か
ら

μ
日
出
ま
で

(
支
所
は
幻
日
術
ま
で
)

-
持
ち
物

入
場
券
(
届
い
て
い
る
場
合
)

弱
視
〆
vv

，兎v
d
r
4
v
a
担拶
d
F

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
て
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
に
は
、
在

宅
の
ま
ま
郵
便
に
よ
る
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

折哲
院
が
&. -c 

指
定
さ
れ
た
次
の
施
設
に
入
っ
て

い
る
か
た
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者

不在者投票ができるから、

お庖を休まなくてすむわ。

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

-
上
田
市
内
の
指
定
施
設

国
立
長
野
病
院
、
安
藤
病
院
、
千

曲
荘
病
院
、
上
田
病
院
、
小
林
脳
神

経
外
科
病
院
、
柳
沢
病
院
、
報
恩
寮
、

長
寿
園
、
室
賀
の
里
、
上
回
し
い
の

み
園
、
し
い
の
み
療
護
園
、
御
所
苑

ほ
の
ぼ
の

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
(
圃
⑫
5
4
3
8
)

議
止
さ
ぬ
る
選

.
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、
飲
食

物
を
提
供
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
お
茶
や
日

常
用
い
ら
れ
て
い
る
程
度
の
菓
子

は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
い
に
選
挙
事
務
所
等

へ
お
酒
を
持
っ
て
い
く
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

大」い。

-
戸
別
訪
問
の
禁
止

立
候
補
届
出
後
で
あ
る
か
、
立

候
補
の
決
意
前
で
あ
る
か
を
問
わ

ず
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の

居
宅
を
訪
問
し
、
投
票
を
依
頼
し

た
り
す
る
行
為
は
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
選
挙
運
動
等
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

議
骨
b
ま
す

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
す
る
か
た
は
、
事
前
に
選
挙
管
理

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
発
委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

行
し
ま
す
。
自
治
会
の
ご
協
力
を
ま
た
、
市
役
所
、
各
支
所
お
よ

お
願
い
し
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま
び
市
内

6
公
民
館
等
に
も
備
え
て

す
が
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ

な
い
な
ど
の
理
由
で
郵
送
を
希
望
さ
い
。

求
ス
9
3
詞
墨
劫

ω識
置
巳
ヨ
窃
拘
-3
夕、

上
田
市
で
は
、
選
挙
運
動
用
ポ
場
所
に
は
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

ス
タ
1
掲
示
場
を
市
内

3
9
4
か
を
は
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

所

に

設

置

し

ま

す

。

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す
お
宅
で
ま
た
、
こ
の
掲
示
場
を
壊
し
た

は
、
期
間
中
の
設
置
場
所
の
提
供
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
す
る

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

候
補
者
は
こ
の
掲
示
場
以
外
の

11.3.16 [5J 



-・・・・・・• 室賀温泉ささらの湯で

ガーデニング教室

2 

司。
コ3

室賀温泉ささらの湯(固⑪1126)

花に固まれた生活、ガーデニングを楽しみませんか。

bとき 4 月から 1 年間(全13回、 毎回火曜日午前 9 時30分~ 11 時

30分) t>ところ 室賀温泉ささらの湯(上田市農林漁業体験実習館〉
じ〉内容講義・実習 マ受講料 1300円(材料費は実費負担) t> 
募集人数 25人 (市内在住のかた) t>申し込み 3月29日までに

「ささらの湯J(固@11 26)へo t>開講式 4月13日(火)午前9時
30分から(受講料と画用紙、鉛筆、色鉛筆、花の本を持参〉

室

)> 

→ 

。
z 
4 
C 

募集長
野
大
学
『
総
合
科
罰
』

社
会
人
に
も
開
放

長
野
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(固
⑩
0
0
0
7
)

マ
と
き

4
月
日
日

i
ロ
月

2
日

(
毎
週
木
曜
日
午
後
零
時
必
分

1
2

時
日
分
)
マ
と
こ
ろ
長
野
大
学

4
1
0
1教
室

マ

講

義

テ

l
マ

『
誰
の
た
め
の
情
報
化
?
ー
地
域

の
情
報
と
福
祉
』

マ
受
講
料

8

0
0
0円
と
登
録
料

2
0
0
0円

マ
申
し
込
み

4
月
5
日
側
ま
で
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
さ
盛
り
だ
く
さ
ん

創
造
錯

4
月
の
催
し

上
田
創
造
館

(固
⑫

1
1
1
1
)

.
親
子
映
画
会
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

4
月
刊
日
出
、
日
日
目

(午
前
問
時

i
、
午
後

2
時
初
分
j
)

マ
上
映
作
品
『
ジ
ャ
ッ
ク
と
ま

め
の
木
』
『
し
り
た
が
り
ゃ
の
と
ら
』

『
お
や
ゆ
び
姫
』
『
ア
ル
プ
ス
の
名
犬 市役所代表電話

回22-4100
国25-4100

同

U 

)> パ
リ
!
』

マ
上
映
時
間

マ
定
員

各
回
日
名

-
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

4
月
打
日
出
午
後

7
時

加
分

1
9時

(
集
合

7
時
加
分
)

マ
そ
の
他
雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
。
小
・
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ
。

-
折
り
紙
教
室
(
参
加
料
3
0
0円
)

マ
と
き

4
月
"
は
日
出
(
午
前
日

時

i
正
午
、
午
後

1
時

1
3時
)

マ
持
ち
物
折
り
紙
を
入
れ
る
袋

Fhυ

、3
A
q
ぷノ

パソコン教室 | 
講座名 | 実施日 | 対象者 |韻(棚|受講料|申し込み(寄付

パソコン入門 14月4日(日 116歳以上の 1 ^^ ~ 11000 1 3月27日出
I :":'~::~' ~ ".. _~ 'V "'~_~~__ 120名 1':'::v 1 

休日コース |午前9時~午後4時 | 初心者 I-
V 

~ 1円 |午前9時から

W i n d 0 W S 95 1 4月8日閥、9日閥、15日側、16日幽116歳以上でキーボード 1̂n ~ 1 6000 1 3月27日(剖
1 ~:，: :::~'~:~，- -:::~:::， : ' " 'V_，_， 1 、120名 1v:.::v 1 

マスターコース | 午後6時30分~9時30分 |マウスを扱えるかた I-
V

~ 1 円 |午後1時から

パソコン入門 14月12日(月 116歳以上の 1nn ~ 11000 1 4月3日(土)
I :":'~:= " " ~ ".. _~ 'V "'~_~~__ 120名 1':'::v 1 

平日コ一ス |午前9時~午後4判H時寺 | 初心者 1 _V '-' 1 円 |午前9時から

|パソコン入門叩I!月m加叩山日臥酬伏附)山 1 1叩6歳机以上の 1 ^n ~ 110叩0叩月1叩0日出l [ | |m脳附名夜間コース | 午後6時30分~9時30分 | 初心者 1 _V  '-' 1円 |午後1時から

|ワープロ「ワードJ14月24日出、 25日間 116歳以上でキーボード 1?n12: 16000 14月18日(日)
I :":'~:: '-'~ ~J~ :-:.:' 、120名 1v:.::v 1 

2日間コース |午前9時~午後4時 |マウスを扱えるかた 1_v '-' 1 円 |午前9時から

[6J 11.3.76 

一
升
び
ん
を
資
源
回
収
に
出
す
と
き
は
:
・
、

必
ず
洗
浄
し
、
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
/



納期限3月31日(水)

9~明

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

4
月
間
講
講
康
へ
ど
う
ぞ

.勤労青少年ホーム 4月開講講座
講座名 曜日 期間 回数 定員 材料費等

木 周5 り 月 4月 1 2 日 ~7月 12回 12人
材料費2000円程度・
彫刻刀

生け花 (古流) 月 4月 12 日 ~9月 20回 18人 花代各回1000円程度

生け花(草月) 火 4月 13 日 ~9月 20回 18人 花代各回1000円程度

生け花(池坊) 木 4月 15 日 ~ 9月 20回 18人 花代各回1000円程度

フ ラ ワー
金 4月 16 日 ~ 9月 20回 18人 花代各回1000円程度

アレンジメント

社交ダンス 金 4月 16 日 ~ 7月 12回20人 詳細は問い合わせく
ださい

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固③8888コードNO.279) 

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(固
⑫
7
1
1
7
)

棺談名 日 時 会場など

4月9日後)
法 f章 本目 日炎 13:30 ~ 15:30 
(予約制) 4月23日佳)

13:30.--.-15:30 受付は・一

土地建物相談
4月8日休)

市役所
生活環境課13:00.--.-16:00 

市 民 相 日炎
(本庁舎1階)

交通事故相談
毎週月~金曜日

? 女 i性 本自 談
9 :00~16:00 

11(， z星""'-主 本目 談 毎週月~金:曜00日 (ft直福通祉⑫課2000) 9 :00.-..-16 
O O 

母 子 本目 吾民史κ 毎週月~金曜日 福祉課
9 :00.-..-16:00 (内線1608) 

人権・悩みごと相談
4月1自体) 人権庁同和対策課
13:00---16:00 (南舎1階)

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業委員会
8 :30.--.-17:00 (本庁舎2階)

イ7 政 本目 員炎
4月12日(月)

上白西武10:00.......15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00.......15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9:00.......16:00 

社(ft会@福8祉O協8議O会) 
法 律 中目 談 4月17日(土)
(予約制) 10:00.--.-正午

11(. 去E法~ 本目 =託~ 毎週土曜日
13 : 30.-..-15 : 30 

高吉 婚 相 談
毎週水曜日

社(ft会@福3祉O協8議2会) 10・00.......15・。。
法 f章 相 談 4月21日(水)
(予約制) 13:30.......15:00 

よ(ft田⑫商4工5会O議O所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00.......16:00 

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(岱パ@ートサテライト内)8 :30.-..-17:00 8 0 1 1 ) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援センター(電話相談) 9 : 00.......16 : 00 

保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(ft保⑫育3園O内9相6談)室
(面接相談) 9 :00.-..-16:00 

月の相談

-国民健康保険税

マ
対
象
事
業
所
な
ど
に
勤
務
す

る
お
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
マ
活

動
時
間
木
彫
り
・
:
午
後

7
時

1
9

時
、
社
交
ダ
ン
ス
:
・
午
後

7
時
初
分

1
9時
、
そ
の
他
の
講
座
・
:
午
後

6

時

ω分
1
8時
加
分
マ
申
し
込
み

4
月
5
日
側

1
7
日
側
(
午
後
零

時
叩
分

1
9時
)
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム

(消
防
本
部
前
)

へ
受
講
料
を
添

え
ど
う
ぞ

(電
話

も

可

)

マ

受

講

料
木
彫
り
・
社
交
ダ
ン
ス
:
・

1
8

0
0
円
、
そ
の
他
:
・

3
0
0
0
円。

ほ
か
に
利
用
者
協
議
会
費
5
0
0
円

土
曜
・
日
曜

・
祝
日
も
、
住
民
票

・
印
鑑
証
明
書
等
が
受
け
ら
れ
る

『
市
民
力

l
ド
』

毎
年
、
3
月
か
ら

4
月
に
か
け
て

は
¥
就
職
・
退
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
国
保

(国
民
健
康
保

険
)
も
加
入
や
脱
退
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
就
職
者
・

退
職
者
の
国
保
加
入
と
脱
退
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
国
民
皆
保
険
と
強
制
適
用

国
民
は
ど
な
た
で
も
、
い
ず
れ
か

の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

リ
ま
せ
ん

(国
民
皆
保
険
〉。

国
保
加
入
者
が
就
職
し
た
場
合

《
届
け
出
》

い固
た保
保脱

+ー険¥艮

韮者
父多

11長

A-手続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
保
険
証
(
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険

の
両
方
)
、
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
社
会
保
険

資
格
取
得
証
明
書

一
こ
の
た
め
¥
健
康
保
険
¥
共
済
組

一
合
な
ど
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て

一
い
な
い
か
た
に
は
、
本
人
の
意
思
に

一
か
か
わ
ら
ず
国
保
が
適
用
さ
れ
ま
す

一
(国
保
の
強
制
適
用
〉

の
で
、
た
と

一
え
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
な

一
い
か
た
で
あ
っ
て
も
¥
必
ず
国
保
に

一
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
一
〉
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

(圃

一

@
4
1
0
0困
1
3
6
2
・
1
3
6

一

7
・
直
通
固
@
5
1
1
8
〉

健
康
保
険
加
入
者
な
ど
が

退
職
し
た
場
合

↑
 

老
齢
年
金
受
給
者
な
ど

で
刊
歳
未
満
の
か
た
。

(退
職
者
医
療
制
度
)

自
己
負
担
本
人
2
割
、

家
族
3
割

(入
院
2
割
)

勤
め
先
な
ど
で
は
、
同
保
脱
遅
・
加
入
の
日
け
出
を
し
ま

せ
ん
。
本
人
ま
た
は
家
族
が
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
な
ど
の
任
意
継
続

(
最
高
2
年
間
)
:
・
退
職
時
に

勤
め
先
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
:
本
人
2
割
、
家
族

3
割

(入
院
2
割
)

任
意
継
続
が
終
了
し
た
と
き

《
届
け
出
》

国
保
に
加
入

(保
険
証
交
付
)

刊
歳
以
上
の
か
た

(
重
度
障
害
者
な
と
は
閃
歳
以
上
)。

自
己
負
担
は
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
り
少
額
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
保
税
は
刊
歳
に
な
っ
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

A

マ
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、

既
に
同

一
世
帯
で
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
は

そ
の
保
険
証

へ
の
切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
。
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課

(固
@
5
3
3
4
)

4月3日(土)…ツルヤ岩下底、マツヤ上田to(川西)、社会福祉協議会東側駐車場
4月10日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖
4月17日出…マツヤ上回インター庖、やおふく上堀庖
4月24日(土)…ジャスコ上田庖、しおだ野シ ョッピングセンター

.ウィークエンドリサイクル4月の日程
回収時間は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、
古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。11.3.76 [7J 



出先機関
出向監査の結果
⑧ 

〈長野県市町村広報コンクール〉

広報ビデオ(言語)が最優秀賞を受賞/
このほど、長野県市町村広報コンクール「広報ビデオ

(委託制作)の部」で、上田市が最優秀賞を受賞しました。

この広報ビデオは、市政テレビ番組『ふれあい上田』

(ほたるの舞う里~水環境を考える，，-，)で、昨年8月1

日に信越放送 (SB C)で放送されたものです。
広報ビデオの貸し出しもしています。ご利用くださL、0
.問い合わせ秘書課(圃⑫3435)

-市政テレビ番組

tぬるい金駐車
平尾市長が、

上回のまちづくりを紹介します

{足

分
品
川

的

別

相

川
W

7
山

町

駅

n括
和
…
加

3
午
信

地
方
自
治
法
第

1
9
9
条
第

5
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
川
年
度
出
先
機
関
出
向
監

査
を
下
記
の
と
お
り
執
行
し
た
の
で
、
同
条

第

9
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
結
果
を
公
表
し

ま
す
。
上
田
市
監
査
委
員

同

1

監
査
の
種
類

地
方
自
治
法
第

1
9
9
条
第

5
項
に
基
づ

く
出
先
機
関
出
向
監
査

2

監
査
の
実
施
期
間

平
成
什
年

1
月
お
日
か
ら
平
成
什
年

2
月

お
日
ま
で

石
井
俊
夫

川
上

清

お知らせ国
定
資
産
課
税
台
帳

4
月
1
日
か
ら
縦
覧

税
務
課

(固
⑫
8
2
4
0
)

今
年
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
は
、

4
月
1
日
閃
か
ら
で
す
。

課
税
台
帳
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、

課
税
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
土
地
・

家
屋
の
地
番
、
面
積
、
評
価
額
な
ど

が
わ
か
り
ま
す
。

平
成
日
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
心
市
街
地
な

ど
一
部
の
地
価
が
下
落
し
た
地
域
に

つ
い
て
は
、
評
価
額
の
修
正
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

マ
と
き

4
月
1
日
附

1
4
月
初

日
閃
(
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く
)

午
前
8
時
叩
分
i
午
後

5
時
日
分

マ
と
こ
ろ
税
務
課
、
各
支
所
マ

3

監
査
の
対
象

市
民
生
活
部
:
塩
田
解
放
会
館

健
康
福
祉
部
・
・
・
神
科
児
童
セ
ン
タ
ー
、
神
川

第

一
保
育
園
、
室
賀
保
育
園
、
塩
田
事
業

所
商
工
観
光
部
:
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
部
・
・・お
城
口
駐
車
場

教
育
委
員
会
・
神
川
小
学
校
、
第
三
中
学
校
、

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

4

監
査
の
概
要

施
設
及
び
事
業
の
概
要
、
業
務
の
外
部
委

託
の
状
況
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状

況
、
現
金
の
取
扱
状
況
等
に
つ
い
て
、
施
設

縦
覧
で
き
る
台
帳
土
地
課
税
台
帳
、

家
屋
課
税
台
帳
、
償
却
資
産
課
税
台

帳
マ
持
ち
物
本
人
縦
覧
の
受
口
:
・

印
鑑

(同
居
の
親
族
、
納
税
管
理
人

も
同
じ
)
。
代
理
人
縦
覧
の
場
合
・
:

代
理
人
選
任
届
ま
た
は
委
任
状
、
代

理
人
の
印
鑑
。
法
人
は
社
印
、
縦
覧

者
の
印
鑑
。

な
お
、

5
月
中
旬
に
納
税
通
知
書

と
い
っ
し
ょ
に
、
課
税
さ
れ
て
い
る

す
べ
て
の
土
地

・
家
屋
の
地
番
、
面

積
、
評
価
額
等
が
記
載
さ
れ
た
課
税

明
細
書
を
送
付
す
る
予
定
で
す

(納

税
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
に

は
、
明
細
書
の
み
直
接
送
付
し
ま
す
)

家
庭
雑
排
水
収
集
料
金

4
Rか
ら
改
定
に

生
活
環
境
課

(固
⑫
5
1
2
0
)

4
月
1
日
嗣
か
ら
、
家
庭
雑
排
水

く
み
取
り
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、

①
平
成

8
年
以
降
、
料

金
が
据
え
置
か
れ
た
こ
と
、
②
そ
の

聞
の
物
価
と
人
件
費
の
上
昇
率
や
県

内
他
市
町
村
の
状
況
を
考
慮
し
た
こ

長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、
施
設
の
整
備
、
管

理
状
況
の
実
地
調
査
及
び
平
成
叩
年
度
の
関

係
書
類
、
帳
簿
等
に
つ
い
て
監
査
を
行
い
ま

し
た
。

5

監
査
の
結
果

各
施
設
と
も
そ
れ
ぞ
れ
設
置
目
的
に

の
っ

と
り
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
運
用
が
図
ら
れ
、

施
設
の
整
備
及
び
管
理
状
況
は
適
正
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
業
務
の
外
部
委
託
の

状
況
に
つ

い
て
も
、

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

及
び
現
金
の
取
扱
い

に
つ
い
て
の
留
意
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
注
意
を
喚

と
、
な
ど
を
受
け
て
改
定
す
る
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

圃家庭雑排水収集料金表(消費税含む)

区分 改定剛 改定後

200 Q未満 1300円 1350円

200 Q 以上~250 Q未満 1700円 1770円

250 Q 以上~300 Q未満 2100円 2190円

300 Q 以上50Q増すごとに 400円 420円

『
交
通
災
害
共
済
』
見
舞
金

購
求
は
お
済
み
で
す
か
?

生
活
環
境
課

(固
③
5
1
2
0
)

上
田
市
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入

の
皆
さ
ん
。
交
通
事
故
で
負
傷
し
て
、

ま
だ
請
求
が
お
済
み
で
な
い
か
た
は

生
活
環
境
課
、
各
支
所
に
請
求
の
用

紙
が
あ
り
ま
す
の
で
請
求
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
と
な
る
事
故
日
本
国
内

起
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね

適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
は
、

い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
更
な
る

行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
折
か
ら
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
行
政

実
現
の
た
め
、
他
の
地
方
公
共
団
体
と
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
し
て
、
徹
底
し
た
事
務
の

見
直
し
、
事
務
の
整
理
統
合
、
業
務
の
外
部

委
託
を
一
層
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も

の
で
す
。

の
道
路
で
車
両
や
身
体
障
害
者
用
車

い
す
の
運
行
中
に
起
き
た
事
故
(
自

損
事
故
を
含
む
)
。
自
転
車
に
乗
っ

て
い
て
不
注
意
で
転
ん
だ
場
合
も
対

象
に
な
り
ま
す
。
歩
い
て
い
て
道
路

な
ど
で
転
倒
し
た
場
合
や
病
気
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

マ

請
求
期
間

事
故
発
生
の
日
か
ら

2
年
以
内
。

な
お
、
見
舞
金
は
、
通
院

2
日
以
上

か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

市
町
村
障
害
者
支
援
事
業

棺
談
会
を
開
催

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(岡
⑧
5
5
2
2
)

障
害
を
お
持
ち
の
か
た
を
対
象
に
、

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
談
会
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
と
き

3
月
お
日
閃
午
前
日
時

i
正
午
(
相
談
担
当
:
・
医
師
、
保
健

婦)、

3
月
お
日
働
午
後

1
時
初
分

1
3時
別
分
(
相
談
担
当
:
・
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
建
築
士
)

マ
と
こ
ろ
福
祉
会
館

[8J 77.3.76 

4月11日(日)、 「花と緑と太陽と」のテーマのもとに、
市民憩いの場所、神科玄蕃山公園で桜の植樹際を行います。

[>問い合わせ 上田ライオンズクラブ(固⑫2964)

玄蕃山で

大山桜を植林



/ 
狂犬病予防注射を
忘れずに受けましょう

口
座
振
替
が
便
利
/

国
民
年
金
保
険
料

国
保
年
金
課
(
困
1
3
6
5
、
1
3
6
6
)

国
民
年
金
は
、
「
老
齢
を
迎
え
て

か
ら
の
安
心
し
た
生
活
」
、
そ
し
て

「
万
一
の
障
害
や
、
夫
に
先
立
た
れ

た
と
き
の
備
え
」
の
た
め
に
、
な
く

平成11年度犬の登録と狂犬病予防注射を 4月 6 日から 26 日まで行~)ますO

既に犬の登録が済んでいる飼L、主のかたには、後日 「予防注射申請書」 を郵送しますので、大

切に保管し、当日忘れず会場に持参してくださし )0

新規に登録されるかたは、申請書が会場にありますので、飼い犬とともに最寄りの会場へお出

掛けくださ~ )0 

.対象 生後91日以上の飼育犬全部 (室内犬、 譲渡犬も必ず受けてください〉
・手数料 3220円(狂犬病予防注射手数料 [2670円消費税込み]と注射済票交付手数料 [550円])

新規登録 (生涯1回〉は、上記の金額に登録手数料3000円が加算され、 6220円となりますD

※会場が込み合います。 釣銭のないようにご協力くださ~ )0 犬のふんは飼~)主のかたが、片づけ

てください。

公的事業のため、地域振興券は使用できませんのでご了承ください0

.問い合わせ 生活環境課 (固⑫5120) 

・犬の登録・狂犬病予防注射日程表

踏入公会 堂 19 : 00，....， 9 : 40 1 東部地区防災セ ンタ-1 9 : 00，....， 9 : 20 

東部地区防災センター 110:00，....，10:30 南天神町会館 19 : 40"""10 : 1 0 
新田区民会館 19 : 00，..... 9 : 40 I 4/16 r市役一市古一庄一舎前 10: 30，.....11 :∞ 
明 照 会 110 : 00，.....10 : 30| 働 |上紺屋町公会堂 19 : 00，..... 9 : 20 

西脇会館 19 : 00"-' 9 : 30 1 西部公民館 19 : 40"-' 1 0 : 0 0 
4/7 r緑か丘会 館 r-g---:-町一一i-u--:--ao---I 常一磐町白治会一位110:lo--ibJ46.

上沢公民館 19:10"-'9 :50 I4/18(日)1合同庁舎正面玄関前 19 : 00，.....11 : 00 

大屋公民館 110:20"-'11:00 川辺町会館 19 : 10，..... 9 : 40 

下塩尻公民館 19 : 10，..... 9 : 40 I 御所公会堂。110:00"-'10:30
4/8 [::塩:昇;均:区J今尽詰U:}~ -::j:ç-~~:~ -L~~] 4/19 [え仔町会館ri-U--:--4-O一一11;而
秋和自治会館 110:50"-'11: 20I (月) l 山ロ白治会塑 L_~___:__ q _o竺 9 : 30 

川辺町会館I9 : 10，.....10 : 10 I 上川原柳町公会堂 19 : 50"-'10 : 20 

中之条公民館 110:30"""11:201 新田区民会館 110:40"-'11:10 

みすず台南公民館 19:10"-'9 :40 I 下 之条公会堂 19:10，.....9 :50 
-ひかりか丘団地集会所ri-u--:--u-oぶ(u--:---'-o---I4/20 r-干-由-町白合会館 10:10"-'11: 00 

農村環境改善センター 110:30"""10:50| ω l染 屋 公 ー会 掌 9: 00"-'9 : 40 
神畑公民館 19 : 10

，..... 9 : 40 I |信濃国分寺資料館 110 : 00
，.....10 : 40 

朝日が丘児童館 110 : 00"-'10 : 30 1 殿城郵便局前 19:10，.....9 :40 

中 村公民 館 110 : 50"-' 11 : 10 下郷生活改善セ ンター 19 : 50"-'10 : 20 

富士見台自治会館 19 : 10"-' 9 : 40 I 4/21 1町吉田公民館 110:40"-'11:10 
4/1訂正野ーかー丘ム ー民館1io;-oo--iu;50I (7]<) [I青木公民館 9:10"-'9 :40 

小泉区民会館 19 : 10"-' 9 : 40 1 大岩門集会所 110:00"-'10:20

川辺・泉田防災センター 110 : 00，.....10 : 40 I 西野竹自治会館 110 : 40，.....11 : 10 

東塩田老人集会所 19 : 10，..... 9 : 50 1 塩田地区構造改善センター 19 : 20，.....10 : 00 
4/13 r-市 ;一一塩 ー由一支 争前 |而 :}OL10;5014/22r-:示之郷ム民ー館 ri-U--:--2-Oぷ11: 00 

'IR 一男ー 一安--- -- - 前 L _~_ __:_ __lq_~_ _~___:__ ~_O...l ，ボ l消防国第12今回詰所 9: 10
，..... 9 : 40 

諏訪形公民館 110 : 00"-'10 : 40 I 金井公民館 110:00'""-'10:50
西塩田事業所 I9 : 10'""-' 9 : 40 I 舞田公民館 19 : 10'""-' 9 : 30 

4/141相 染 問 110 : 00
，.....10 : 30I . ，_J保野公民館 9: 50'""-'10 : 20 

岡 公 民 館 19 : 1 0，..... 9 : 30 1 4 /23 r市・塩田 ー支所 10: 40"-'11 : 10 

Oli~が厚地区割改善:t!~?_~j___~___:__ ?q_~J~_ _:___19...1 ~到 l __:!:-_室.宣碁幹集湾土庁'_ ?'._~__J. ___~___:__ _1_0_~旦 : 30 
築 地 公 民 館 110 : 30，.....10 : 50 下室賀生活改善センター 19:50"-'10:10

西塩田会館 19 :10
，....，9 :40 I |市・川西支所 110:30'""-'11:00 

学海南自治会館 11 0 : 00"-' 1 0 : 20 1 下半過公民館 19:10'""-'9 :20 

下本郷公民館 110:40"-'11:00 上半過 公民館 19 : 30'""-' 9 : 50 

JA信州うえだ泉田支所 19 : 1 0，....， 9 : 30 I 4/26 r山 口 集 会 ，前所守Tl-u--:---o-o-ぷ斗μ斗i而牟0:2記b 
守!竺(仁-三一古貫: 甲 公 民一詰L一9: 5叩Oγ竺寸'_ ~ _ ~__:__ _19...1側月即) l月ハF木 沢 公 E尽ミ 館館 9: 21勾oトO
市 . 川西支所 |川10: 3叩0"-'1什1: 0∞o I 相 染 閣 |川10: 0∞0，....，1叩o: 20 0 

野倉公民館 110 : 30，....，10 : 50 

回liIIII;川護糊議種別雪山-車種(警警 堕墜I11隣掛 制 畑山|控室単調I撃目
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て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
大
事
な
年
金
を
守
る
た

め
、
た
い
へ
ん
便
利
な
『
口
座
振
替
』

を
お
勧
め
し
ま
す
。

-
口
座
振
替
の
手
続
き

マ
場
所
市
役
所
窓
口
か
預
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
マ
持
ち
物

預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
、
年
金

手
帳
ま
た
は
納
付
書

.
前
納
・
口
座
振
替
プ
レ
ゼ
ン
ト

長
野
県
国
民
年
金
課
で
「
前
納
・

口
座
振
替
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
実
施
/

マ
応
募
資
格
①
平
成
日
年
3
月

末
日
ま
で
に
、
保
険
料
の
口
座
振
替

を
申
し
込
ま
れ
た
か
た
(
す
で
に
口

座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
か
た
を
含

む
)
②
平
成
日
年
4
月
に

1
年
前
納

に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
た
か
た

マ
応
募
方
法
し
な
の
国
民
年
金

3

月
号
か
広
報

4
月
日
日
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

-
平
成
円
年
度
保
険
料

月
額
1
万
3
3
0
0
円
(
据
え

置
き
の
見
込
み
)

[9J 

伏)

4/9 

4/15 

11.3.16 

(水)

(木)

佳)

(月)

伏)

(71<) 

(木)



就学援助制度ご存じですか
上田市では、経済的な理由で小・

中学校への就学が困難と認められ

る児童 ・生徒の保護者に、学校で

かかる費用などの一部を援助する

制度を実施しています。

マ対象 生活保護世帯及びこれ

に準ずる世帯で、経済的な理由で

児童 ・生徒の就学が困難な世帯の

保護者マ問い合わせ学校また

は学校教育課固⑫5101へ

千曲川中之条運動広場

マレットゴルフ場の愛称募集.ノ
上田市では現在、古舟橋下流の千曲川中之条運動広場内にマレットゴルフ場

を建設しています。

このマレットゴルフ場の愛称を募集します。千曲川のほとり、アカシアの木

が生い茂る自然豊かなマレットゴ、ルフ場にふさわしい愛称をお寄せください0

.応募方法 郵便はがきに、愛称・住所・氏名・年齢・性別・電話番号をご記

入のうえ、 4月9日(金)までに(当日の消印有効〉応募してください。入選され
たかたには、記念品を差し上げます。 .応募先 干386-0025上田市天神2-
4 -74 上田市教育委員会体育課・問い合わせ 体育課固⑫5105

教育「
こ
ど
も
ま
つ
り
」

ジ
ュ
エ
ア
ス
タ
ッ
フ
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集

生
涯
学
習
課

(圃
③
5
1
0
3
)

第
初
回
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
が
、

5
月
5
日
に
上
田
城
跡
公
園

一
帯
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ど
も
ま
つ
り
実

行
委
員
会
で
は
、
当
日
の
催
し
物
の

お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
ジ
ュ
ニ

ア
ス
タ
ッ
フ

(中
学
生
以
上
回
歳
以

下
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
募
集
期
限

4
月
初
日

ω
マ

申
し
込
み
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委

員
会
(
中
村
田
0
9
0
2
5
2
9
1

6
5
3
2
)
 

平
成
日
年
度
信
州
青
年
洋
上

セ
ミ
ナ
ー
参
加
団
員
募
集

生
涯
学
習
課

(固
③
5
1
0
3
)

世
代
や
国
境
を
超
え
た
友
情
を
育

み
な
が
ら
、
新
た
な
自
分
を
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

7
月
刊
日
出
1
7
月
刊

日
側
(
印
日
間
)
マ
訪
問
国
中

国
(
河
北
省
・
北
京
市
・
天
津
市
)

マ
応
募
資
格
県
内
に
住
所
を
有

す
る
者
で
、
お
お
む
ね
別
歳
i
鈎
歳

以
下
の
か
た
(
運
営
団
員
・
青
年
団

員
)
、
お
お
む
ね

ω歳
以
下
の
か
た

(壮
年
団
員
)
マ
参
加
負
担
金

日
万
円

(個
人
経
費
除
く
、
市
か
ら

1
人
に
つ
き

4
万
円
を
助
成
)

マ

申
し
込
み

5
月
別
日
働
(
運
営
団

員
は

4
月
日
日
働
)
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ

梅
田
西
小
学
校
の
学
校
施
設
開
放

利
用
団
体
の
蛍
録
を
受
け
付
け
ま
す

(固
⑫
5
1
0
4
)

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
の
普
及
振
興
の
場
と
し

て
、
塩
田
西
小
学
校
の
特
別
教
室
を

開
放
し
ま
す
。
学
習
活
動
等
で
施
設

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

1
年

ご
と
に
利
用
団
体
の
登
録
が
必
要
で

す
。マ
対
象
市
内
在
住
か
在
勤
・
在

学
の
か
た
で
組
織
し
、
成
人
の
責
任

者
の
い
る
団
体
マ
登
録
方
法
所

定
の
登
録
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
生
涯
学
習
課
へ
(
郵
送
で

も
可
)
。
用
紙
は
生
涯
学
習
課
、
塩

田
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

マ
受
付

締
切

3
月
白
日
側

-
利
用
で
き
る
施
設

音
楽
室
・
家
庭
科
室
・
図
書
室

調
理
室

田
利
用
で
き
る
日
時

年
間
(
日
曜
・
祝
日
及
び
年
末
年

始
を
除
く
)
午
後
6
時
j

9
時

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回

か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

(固
⑧
2
6
2
6
)

-
ア
ク
ア
イ
ベ
ン
ト
開
催

3
月
幻
日
目
は
、
日
ご
ろ
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
へ
の
感
謝

デ

l
。
(
入
館
料
一
般
7
5
0
円、

小
中
学
生
・

ω歳
以
上

5
0
0
円、

健
康
浴
室
の
み

3
0
0
円
、
未
就
学

児
無
料
)

.3月21日のイベン卜内容

体験/アクアウェ ーブ 10:00~10:50 
14:00~14 : 50 

スイムバッジテスト 11 :00~11 :50 
親子スイムレッスン 13:00~13:50 
体験/心肺蘇生法 13 : 00~13:50 
水中運動 (演歌パージョン) 14:00~14:50 
体験/水深3m 15:00~15:20 
ビンゴゲーム (景品多数 15:30~
おにぎり豚汁無料サービス 12:00~(200個)

13:00~ (200個)
林産物直売、スポーツドリンク飲料試飲

綿あめ、ポップコーンプレゼント

(それぞれ限定 400個)

-
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
無
料
送
迎
パ

ス
の
運
行

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
利
用
者
の
た

め
、
月
曜
日
と
金
曜
日
に
送
迎
パ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
運
行
期
間

4
月
1
6月
の
毎

週
月
・
金
曜
日

.送迎パス運行表

迎上田駅温泉口 (南口) 発 10・25
月 高齢者福祉センター 着・発 10・35
え アクアプラザ上回 着 10:45 
曜
アクアプラザよ田 発送 14:00 

日 高齢者福祉センター 着・発 14:15 
り上田駅温泉口(南口) 着 14:30 

創造館 発 10:00 
迎上田駅温泉口(南口)着・発 10:25 
金えー 高齢者福祉センター 着・発 10:35 

曜
アクアプラザ上回 着 10:45 
アクアプフザ上回 発 14:00 

日 送 高齢者福祉センター 着・発 14:15 
り上田駅温泉口 (南口)着・発 14:30 
創造館 着 15:00 

教室名 開催日 対象 時間 定員 入館料 保険料 レッスン料 申し込み期間 教室初回目

初心者水なれコース 月曜日 一般 午後1時~ 無制限
59歳まで 750円

11枚綴り
受付窓口で随時募

水中運動教室
月曜日と

一般 午後2時~ 無制限 60歳以上 500円
1400円 で

集
4月5日

第1・3・5木曜日 1000円

品齢者水中運動教室
月曜日 65歳以上 午前11時~ 35名 500円 450円 1000円

電話か受付窓口で
4月5日(12回コース) 3 月 16 日 ~4月 5 日

水中歩行教室 第1・3・5 激しい運動が
午後1時~ 無制限

59歳まで 750円
1400円

11枚綴りで 交付窓口で随時募
4月15日

(イベン卜教室) 木曜日 できないかた 60歳以上 500円 1000円 集

夜間アクアビクス 月曜日 一般 午後7時~ 無制限 500円 レッスン料に含む 1回 100円 受付窓口で随時募集 4月5日

ベビー教室
火曜日 O歳児 午前10時15分~ 15組

大人 750円 大人1400円
14回コー 電話か受付窓口で 4月6日

(14回コース)
火曜日 1歳児 午前11時15分~ 15組

幼児無料 幼児 450円 スで 3 月 16 日 ~ 4 月 5 4月6日

金曜日 2歳児 午円tr10時15分~ 15組 1200円 日 4月9日

マタニティー&産後水泳 火・金曜日 16週~産後まで 正午~ 無制限 大人 750円 1400円 1回 100円 電話か受付窓口で随時募集 4月6日

.平成11年度前期アクアプラザ上田水泳教室生徒募集

[10J 11.3.16 

※その他、 数多くの教室を開催 していますので、参加希望者はお問い合わせください。



『
保
健
ご
よ
み
』
差
し
上
げ
ま
す

E D U G H 

ド
T L A E H 

! 。健康推進課(固⑫8川 l 

乳
幼
児
の
健
診
や
予
防
接
種
の
計
画
が
わ
か
る
『
け
年
度
保
健
ご
よ
み
』
が
で
き
ま
し
た
。

市
役
所
健
康
推
進
謀
、

3
支
所
(
塩
田
・
川
西
・
豊
殿
)
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

.ポリオ予防接種[前期](集団接種)

平成10年7月1日~平成10年12月31日生まれのお
子さん

平成10年6月30日以前の生まれで未接種のお子さ
ん(ただし、 7歳6か月未満)

医療機関名{自治会名) 電話 医療機関名(自治会名) 電話

葦沢内科医院(下吉田)35-3330 杉山クリニック(新田)26-8200 

荒井医院(下紺屋町) 22-0474 諏訪形クリニック(諏訪形)25-5556 

飯島医院(築地) 22-5011 豊田医院(下紺屋町) 22-1158 

池田クリニック(川辺町)22-5041 日新堂医院(馬場町) 22-0558 

い内科クリニック(野竹〉 21-3737 橋本医院(舞田)38-2033 

上回生協診療所(上塩尻〉 23-0199 半田循環器科内科医院(中之~ 28-0888 

よ田原クリニック(川辺町)26-3511 堀こどもクリニック(中之豹 23-5566 

川西生協診療所q二古田)31-1411 松尾内科小児科医院付常田)22-1355 

川西病院(保野)38-2811 三原内科医院(中之条) 27-6500 

かんがわクリニック(久保林)34-5151 宮坂内科小児科医院付常国)22-0759 

小井土内科医院(下川原柳町)27-6666 宮下内科小児科医院は堀)22-1233 

甲田内科小児科診療所(石神)38-3065 村上医院(末広町) 22-3740 

こさとクリニック(染屋)28-4111 室賀診療所(よ室賀) 31-1070 

小松内科宿環器科医院(上)11原柳町)27-2200 柳沢病院(北大手) 22-0109 

斉藤外科医院(下青木)35-0887 山極内科医院(別所)38-7388 

ささき小児科医院(枇)27-7700 山越医院(国分) 26-5800 

佐藤医院(五加) 38-2543 山田内科医院(下之郷)26-8181 

佐藤青腸科内科医院(鷹匠町)22-2342 吉田こども医院(踏入)24-1222 

塩田病院(中野)38-2221 和方内科(塩田新町)38-2540 

城南医院(御所)22-3481 

じ>投与方法 6週間以上の間隔をおき2回飲みますO

じ>受付時間午後 1 時30分~2 時10分じ>持ち物母

子健康手帳、予診票(赤ちゃん手帳の中に入っていま

すので体温以外は記入してお持ちくださしサ じ>注意

事項 ①体温は会場で計り予診票に記入していただき

ますO ②治療中や経過をみている病気がある場合は主

治医に前もって相談し、診断書か意見書をもらってく

ださい(当日接種医が参考にして接種の可否を決める

ので接種できない場合もあります〉。③駐車場が狭い

ので対象地区以外での接種はご遠慮、ください。[>テ

レホンガイド関連情報 固@8888コード、NO.50 0) 

.ポリオ予防接種目程表

会場 1曲目 2回閉 対象地区

上野が丘公民館
神科(富士見台・染屋・長

4月8日(木)5月27日(木)島を除く)
城南公民館 城下

中央公民館
4月9日後)5月28日(創

北部

川辺町会館 川辺

神川地区公民館 神)11

塩田母子センター
4月13日(火)6月1日(火)中塩田・東塩田・西塩田・

別所

西部公民館 5月31日(月)西部・塩尻
川西社会福祉 4月14日(水)6月3日(木)川西・泉田(半過 ・福田・
センター 吉田)

中央公民館 5月31日(月)東部・南部・中央

上野が丘公民館
4月16日(創
6月3日(木)神科(富士見台・染屋・長

島) ・豊殿

[12J 

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・
1歳6か月児・3歳児)…午後1時'""2時 ②2歳児教

室…午後1時'""1時15分 c>持ち物 ①乳幼児健康診

査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、

赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4か月・10
か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診
査票に記入してお持ちください。 3歳児は、健康診査
票と視聴覚検査のアンケートをお送りしますので、ご

記入のうえ、お持ちくださ lIo また、尿検査の容器も

お持ちくださし 1。 ②2歳児教室…母子健康手帳、お

たずね用紙、歯ブラ、ン、コップ、おやつ代(実費)、お

やつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

11.3.16 

.風しん予防接種[前期](個別接種)
平成9年5月1日~平成9年10月31日生まれのお
子さん

平成5年4月2日~平成9年4月30日生まれで未
接種のお子さん

※①の対象者には通知(はがき)を送付します。

じ>実施期間 4 月 1 日体J~4 月 30 日働 じ>実施場所

下表委託医療機関 じ>接種目数 1回 じ>持ち物

通知(対象者①のみ〉、母子健康手帳(持参しないと

受けられません)、体温計 [>注意事項 ①事前に医

療機関に電話予約をしてからお出かけください。②予

診票は医療機関にあるものを使用してください。③体

温は接種の直前に測ります。体温計を持参してくださ

い。[>テレホンガイド関連情報 コード、NO.50 0 

・風しん予防接種委託医療機関一覧表 (50音順)

健康診査 実施日 -生年月日

4カ月
4月14日 1 0.11.16~ 11.30 

4月21日 10.12. 1 ~12.15 

10カ月
4月7日 10.5.16~5.31 

4月27日 1 O. 6. 1 ~ 6 .15 

1歳6カ月
4月8日 9.9.16~9 .3 0 

4月16日 9.10.1 ~10.15 

3歳
4月6日 8.3.1 ~3.15 

4月22日 8.3.16~3.31 

2歳児教室
4月13巴 9.1.1~1.15 

4月20日 9.1.16~1.31 

.塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

4月9日
4月2日

10.11.16~12.15 

10.5.16~6.15 

8.2.1 ~3.31 

9.1 . 1 ~ 2.28 

4月23日
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管理棟昇降口前で行ったテープカット

遠距離通学の解消、学校規模の適正化、教育環境の整備

を図るため移転改築を進めてきました第一中学校が、国分

上沖地籍の高台に完成しました。

3月1日、生徒、移転改築にご協力をいただし 1たかたが

たなど約900人が出席し、竣工式を行し 1ました。
(関連記事14・15ページ)

. 

移
転
改
築
の
a ... 園圃

屋
内
運
動
場
で
開
催
し
た
竣
工
式
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教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
規
模
の

適
正
化
と
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
教
育
効
果

を
上
げ
る
た
め
、
学
校
の
統
廃
合
、
新
設
、
移

転
等
の
計
画
を
策
定
し
、
「
上
田
市
立
小
中
学

校
通
学
区
域
審
議
会
」
の
答
申
を
受
け
、
南
小

学
校
、
第
六
中
学
校
、
川
西
小
学
校
、
塩
田
西

小
学
校
の
建
設
、
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

第
一
中
学
校
の
移
転
改
築
も
こ
の
答
申
を
受
け

て
進
め
ま
し
た
。

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
5
3
階
建

て
で
、
学
年
ご
と
関
連
教
科
ご
と
に
別
棟
と
し

た

8
棟
を
回
廊
で
む
す
ぶ
配
置
。
プ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
外
構
整
備
等
の

工
事
に
つ
い
て
も
こ
の

3
月
末
に
は
完
了
し
、

こ
の
整
っ
た
環
境
の
中
で
、
日
年
有
余
の
歴
史

あ
る
第
一
中
学
校
が

4
月
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
迎
え
ま
す
。

3階建の屋内運動場棟

偽昨
ψ

新
し
く
完
成
し
た
校
舎
は
、
伸
び
盛
り
の
生

徒
一
人
一
人
の
個
性
が
豊
か
に
生
か
さ
れ
、
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
期
待
で
き
る
よ
う
、
従
来

に
な
い
新
し
い
学
校
と
し
て
の
要
素
を
盛
り
込

む
と
と
も
に
、
自
然
と
眺
望
に
め
ぐ
ま
れ
た
環

境
を
生
か
す
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
年
ご
と
の
普
通
教
室
棟
に
加
え
、
関
連
教

科
ご
と
に
芸
術
棟
、
技
術
・
家
庭
科
棟
、
メ
デ
ィ

ア
棟
な
ど
を
別
棟
と
し
て
配
置
し
、
す
べ
て
の

教
室
が
「
教
室
外
の
学
習
と
生
活
の
場
」
と
も

い
う
べ
き
多
目
的
空
間
(
ワ

l
ク
ス
ペ
ー
ス
)

に
面
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
ィ
1

ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
に
よ
る
学
習
、
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
、

多
様
な
利
用
が
可
能
で
す
。

[14J 
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教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
規
模
の

適
正
化
と
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
教
育
効
果

を
上
げ
る
た
め
、
学
校
の
統
廃
合
、
新
設
、
移

転
等
の
計
画
を
策
定
し
、
「
上
田
市
立
小
中
学

校
通
学
区
域
審
議
会
」
の
答
申
を
受
け
、
南
小

学
校
、
第
六
中
学
校
、
川
西
小
学
校
、
塩
田
西

小
学
校
の
建
設
、
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

第
一
中
学
校
の
移
転
改
築
も
こ
の
答
申
を
受
け

て
進
め
ま
し
た
。

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
5
3
階
建

て
で
、
学
年
ご
と
関
連
教
科
ご
と
に
別
棟
と
し

た

8
棟
を
回
廊
で
む
す
ぶ
配
置
。
プ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
外
構
整
備
等
の

工
事
に
つ
い
て
も
こ
の

3
月
末
に
は
完
了
し
、

こ
の
整
っ
た
環
境
の
中
で
、
切
年
有
余
の
歴
史

あ
る
第
一
中
学
校
が

4
月
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
迎
え
ま
す
。

3階建の屋内運動場棟

偽
V

新
し
く
完
成
し
た
校
舎
は
、
伸
び
盛
り
の
生

徒
一
人
一
人
の
個
性
が
豊
か
に
生
か
さ
れ
、
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
期
待
で
き
る
よ
う
、
従
来

に
な
い
新
し
い
学
校
と
し
て
の
要
素
を
盛
り
込

む
と
と
も
に
、
自
然
と
眺
望
に
め
ぐ
ま
れ
た
環

境
を
生
か
す
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
年
ご
と
の
普
通
教
室
棟
に
加
え
、
関
連
教

科
ご
と
に
芸
術
棟
、
技
術
・
家
庭
科
棟
、
メ
デ
ィ

ア
棟
な
ど
を
別
棟
と
し
て
配
置
し
、
す
べ
て
の

教
室
が
「
教
室
外
の
学
習
と
生
活
の
場
」
と
も

い
う
べ
き
多
目
的
空
間
(
ワ

l
ク
ス
ペ
ー
ス
)

に
面
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
ィ

l
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
に
よ
る
学
習
、
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
、

多
様
な
利
用
が
可
能
で
す
。l 
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眺望がよい3階は学校食堂

3
階
に
あ
る
市
内
中
学
校
で
は
初
め
て
の
学

校
食
堂
は
眺
望
に
優
れ
、
染
屋
台
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
沿
い
に
設
け
た
「
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
」
と
呼

ば
れ
る
木
製
の
テ
ラ
ス
や
、
ひ
ま
わ
り
棟
の
屋

上
庭
園
は
、
自
然
に
触
れ
、
憩
い
や
交
流
の
場

と
な
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

屋
内
運
動
場
棟
は
、

1
階
に
柔
剣
道
場
、
部

室、

2
階
に
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
コ

l
ト

2

面
規
模
の
ア
リ
ー
ナ
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、

3
階

に
は
卓
球
場
を
設
け
、

3
階
建
て
と
す
る
こ
と

で
敷
地
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
特
別
教
室
の
一
部
と
体
育
館
は
、

生
涯
学
習
、
社
会
体
育
の
場
と
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
開
放
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
と
し

て
活
用
で
き
る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

開放的なメディア棟図書センター

ガラスブロックから間接光が差し込む芸術棟音楽室

一中「現校舎お別れ式Jが聞かれました
之可鯨雪較当 ー.一 :--:::;;j) 第一中学校は、昭和22年
現校舎;f3.'&iJIJ れ式 ーふ- に現在の第二中学校の地に

r r嘱富烈開日苛画面i輔 あった旧南小学校に併設さ
れて開校し、翌年に現在の

材木町に移転しました。今

年度で幕を閉じる現ー中の

校舎に別れを告げる「現校

舎お別れ式Jが2月20日、
全校生徒や関係者が参加し

て聞かれました。

第一中学校

新校舎一般公開

のお知らせ

3月28日(日)
午前10時~午後3時

駐車場は、学校北側の JA造成地。

上履きをご持参くださL、。

11.3.16 [15J 



差
別
が
な
い
の
が

当
た
り
前
の
上
岡
市
に

人権作品
の紹介

人
権
意
識
を
高
め
、
差
別
の
な
い
明
る
い
上
田
市
に
す
る
た
め
に
、

上
田
市
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
と
上
田
市
、
上
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、

毎
年
市
民
か
ら
人
権
に
関
す
る
作
品
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
、
児
童
、
生
徒
た
ち
か
ら

1
5
3
5点
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
び
育
つ
中
で
、
素
直
な
心
と
行
動
へ
の
決
意
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
作
品
が
多
く
、
大
人
も
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

f
g
m
p
竃
/

一
品
令

/
m
窓
口
}

川
西
小
学
校

1
年

関

莱

と
も
だ
ち
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
か
ら
も
の

神
科
小
学
校

2
年

久

保

田

茜

友
だ
ち
は
こ
ま
っ
た
と
き
も
い
っ
し
ょ
だ
よ

清
明
小
学
校

3
年

大

村

美

咲

友
だ
ち
は
家
族
と
い
っ
し
ょ
大
切
に

浦
里
小
学
校

4
年

南

里

奈

「
ど
う
し
た
の
。
」
一
言
だ
け
で
も
あ
っ
た
か
い

塩
田
西
小
学
校

5
年

曽

根

聡

史

勇
気
は
ね
い
じ
め
を
な
く
す
第
一
歩

川
西
小
学
校

6
年

関

猛

吉

偏
見
を
な
く
し
て
い
こ
う
君
と
ぼ
く

第
一
中
学
校

1
年

石

井

照

子

や
め
よ
う
よ
自
分
も
人
も
傷
つ
く
差
別

第
二
中
学
校

2
年

滝

沢

未

羽

み
つ
め
よ
う
自
分
の
心
に
住
む
差
別

第
二
中
学
校

3
年

英

国

優

鎮

人
間
と
し
て
生
き
る
そ
の
意
味
を

考
え
て

大貴塩田西小学校4年東
塩
田
小
学
校
3
年

笠
井

/ 

み
ん
な
ち
が
う

南
小
学
校
3
年

和

田

妙

子

お
こ
っ
て
い
る
人
で
も
や
さ
し
い
心
が
あ
る
。

ニ
コ
ニ
コ
顔
で
も
い
ゃ
み
を
い
う
人
が
い
る
。

し
ず
か
な
人
で
も
マ
ラ
ソ
ン
を
さ
い
ご
ま
で

走
っ
て
強
い
心
が
あ
る
。

大
き
い
声
で
わ
ら
っ
て
い
て
も
発
表
の
時
は
、

は
ず
か
し
が
り
や
。

い
じ
わ
る
の
人
、
こ
わ
い
人
、
や
さ
し
い
人
。

み
ん
な
ち
が
う
。

顔
も
み
ん
な
ち
が
う
。

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
。」

っ
て

金
子
み
す
ず
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。

わ
た
し
も
、
そ
う
思
っ
た
。

み
ん
な
ち
が
う
け
ど
、
友
だ
ち
を
大
切
に
し
た
い
。

み
ん
な
と
な
か
よ
く
す
ご
し
た
い
。

愛子

嶺

@@@θ み織で
第
五
中
学
校
2
年

桜

井

ιllaj'
 

z
pゅ

を
ら
心
ひ
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差
別
の
解
消
を
目
指
す

第
六
中
学
校
3
年

合

葉

康

高

差
別
に
負
け
ず

い
や
が
ら
せ
に
負
け
ず

被
差
別
部
落
出
身
の
自
分
を
隠
さ
な
い

差
別
解
消
の
た
め
、
強
い
人
に
な
り

差
別
に
負
け
な
い
人
に
な
る

勇
気
を
だ
さ
な
き
ゃ
差
別
は
な
く
な
ら
な
い

自
分
達
か
ら
動
か
な
き
ゃ
と
言
う

す
ご
い
人
た
ち
だ
と
思
う

で
も
、
差
別
を
さ
れ
る
と
つ
ら
い

自
分
に
は
何
も
理
由
が
な
い
の
に

被
差
別
部
落
出
身
と
い
う
だ
け
で
差
別
を
さ
れ
る

本
当
に
く
や
し
い
と
思
う

僕
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う

部
落
問
題
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

「
結
婚
」
と
い
う
ビ
デ
オ
の
中
で

被
差
別
部
落
出
身
の
人
が
言
っ
て
い
た

「
自
分
達
を
が
わ
い
そ
う
だ
と
い
っ
た

目
で
見
な
い
で
ほ
し
い
」

と。
千
恵

ー第

sむからの i言
一言を J芸・31年

井

叩 oot~peak 麻
fadly 郁

B 

いじめの墜を
越えよう
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f
k
h
/

第
二
中
学
校
2
年
川
口
佐
希
子

/
μ
'に
人
権
教
育
に
つ
い
て
は
中
学
校
に
入
学
し
て

か
ら
何
度
も
学
習
し
て
き
た
け
ど
、
分
か
ら
な

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
疑
問
だ
ら
け
で
し
た
。

ど
う
い
う
人
た
ち
が
被
差
別
部
落
に
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
理
由
で
被
差
別
部
落

に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
ど
う
し
て
差
別
さ

れ
る
よ
う
に
な
フ
て
き
た
の
か
。
何
百
年
も
経
っ

て
い
る
の
に
な
ぜ
今
で
も
差
別
が
根
強
く
続
い

て
い
る
の
か
。
な
ぜ
、
そ
の
人
が
被
差
別
部
落

出
身
者
と
分
か
っ
て
し
ま
う
の
か
。
な
ぜ
そ
の

人
の
子
孫
ま
で
差
別
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
偏

見
を
持
っ
た
親
か
ら
子

へ
と
引
き
継
が
れ
て
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
未
だ
に
た
く
さ
ん
の
疑
問

や
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

を
す
べ
て
な
く
し
て
み
ん
な
が
差
別
に
つ
い
て

詳
し
く
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
部
落
差
別
は

表
に
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
く
て
、
陰
で
と
て

私
た
ち
の
す
べ
き
こ
と

平成10年

年間優秀作品決定.ノ

教育うえだ ・文芸

も
ひ
ど
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
問
題
で
す
。
こ

の
問
題
に
対
処
し
て
解
決
す
る
に
は

一
人
一
人

が
部
落
差
別
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
も
っ
と
同
和
教
育
を
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
学
習
や
資
料
に
よ
り
、
部
落
差
別

の
起
こ
り
ゃ
差
別
の
起
こ
り
、
そ
の
強
化
は
あ

る
程
度
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
国
や
社
会
を
ま

と
め
て
い
く
に
は
そ
れ
な
り
の
身
分
や
役
割
は

必
要
で
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
そ
の
た
め
に
差

別
を
利
用
す
る
こ
と
は
許
せ
な
い
こ
と
で
す
。

今
回
の
人
権
週
間
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
講
演
会
で
講
師
の
方
が
お
話
し
し
て

く
れ
た
こ
と
で
す
。
結
婚
の
こ
と
、
社
会
へ
出

て
か
ら
の
こ
と
、
子
ど
も
に
被
差
別
部
落
出
身

だ
と
言

っ
た
と
き
の
こ
と
、
ど
ん
な
に
つ
ら
い

こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
差
別
す
る
こ
と
は

本
当
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
出
身
表
明
す
る

こ
と
の
苦
痛
や
ひ
ど
い
い
じ
め
に
も
耐
え
て
き

た
強
さ
な
ど
、

実
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
差
別
を
受
け
る
人
の
つ
ら
さ
を
改
め
て
感

2
月
別
日
、
教
育
委
員
会
で
行
っ
た
表
彰
式

前
列
左
か
ら
、
古
川
さ
ん
、
小
林
さ
ん

後
列
左
か
ら
、
宮
崎
先
生
、
我
妻
教
育
長
、

矢
島
先
生
、
山
崎
先
生

文
芸
欄
の
短
歌

・
俳
句

・
川
柳
の
各
部
門
で

こ
の
ほ
ど
平
成
印
年
年
間
優
秀
作
品
が
決
ま
り
、

2
月
凶
日
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年

1
年
間
に
投
稿
さ
れ
た
作
品
数
は
、
短

歌
が

1
7
5
0首
、
俳
句
が

1
6
4
1旬、

川

柳
が

1
0
4
8句
で
す
。
こ
の
多
く
の
作
品
の

中
か
ら
各
部
門
の

選
者
の
先
生
が
た

に
、
そ
れ
ぞ
れ
最

も
優
秀
な
作
品
を

選
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

川
柳
の
部
で
表
彰
さ
れ
た

山
口
さ
ん

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
だ
っ
た
ら
つ

ぶ
れ
て

し
ま
う
気
が
し
ま
す
。
立
ち
向
か
え
る
勇
気
を

持
ち
た
い
で
す
。

参
観
日
で
は

「指
い
つ
生
え
て
く
る
の
」
を

学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
人
は
新
聞
を
読
ん
だ
り

し
て
言
語
能
力
を
高
め
て
、
正
面
か
ら
正
論
で

闘
っ
て
い
ま
し
た
。
正
面
か
ら
も
の
を
言
う
と

い
う
こ
と
は
、
私
に
し
て
み
れ
ば
と
て
も
恐
い

こ
と
で
す
。
後
で
何
か
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
と
て
も
勇

気
が
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
は
み
ん

な
に
言
う
こ
と
で
自
分
に
対
す
る
偏
見
や
い
じ

め
を
無
く
し
て
い
き
ま
し
た
。
決
し
て
あ
き
ら

め
ず
に
世
間
と
闘

っ
て
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
今
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
様
々
な
人
権
問
題

が
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
が
い
た

ら
「
ま
ち
が
っ
て
い
る
よ
」
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
い
じ
め
ら
れ
た
り
障
害

を
持
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
か
わ
い
そ
う
等
と

思
っ
た
り
、
単
に
同
情
す
る
こ
と
を
や
め
て
、

画
い
置

古

川

隆

子
さ
ん

丘
に
建
つ
音
楽
堂
に
つ
づ

く
追
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
し
る
く
匂
え
り

(
選
者
講
評
)
写
生
が
行
き
届
い
て
お
り
、
作
者
の
心
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。

掛
川
団

小

林

信

宏
さ
ん

(浦
野
)

寄
付
少
し
し
た
る
花
火
の
揚
り
け
り

(
選
者
講
評
)
自
分
も
費
用
の

一
部
を
負
担
し
た
花
火
。
番
組
表
を
手
に
そ
の

順
番
を
待
っ

て
い
て
、
と
う
と
う
そ
れ
が
揚
っ

た
。

一
瞬
の
輝
き
に
す
ぎ
な

い
け

れ
ど
何
か
満
足
。

軽
い
詠
い
ぶ
り
が
お
も
し
ろ
い
。

阿
川
直

山

口

唯

生

さ

ん

(新
田
)

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
り
り
し
く
親
離
れ

(
選
者
講
評
)

一
陣
の
そ
よ
風
に
、

白
い
坊
主
頭
の
花
心
を
残
し
て
散
っ

て
い

く
た
ん
ぽ
ぽ

の
独
り
立
ち
。
り
り
し
く
親
離
れ
と
は
適
切
な
言
葉
で
あ
っ

た
。

味
方
に
つ
い
て
正
々
堂
々
と
闘
っ
て
い
く
人
に

な
り
た
い
で
す
。

世
界
的
に
み
る
と
人
権
差
別
な
ど
た
く
さ
ん

の
色
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
部
落

差
別
は
日
本
に
し
か
な
く
恥
ず
か
し
い
と
思
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
過
去
の
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

て
、
し
ば
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
人
間
は
お
ろ
か

で
、
弱
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
差
別
す

る
人
は
相
手
を
自
分
よ
り
価
値
が
低
い
と
勘
違

い
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
差
別
を
す
る
人

も
差
別
を
さ
れ
る
人
も
何
も
得
る
こ
と
が
な
く
、

た
だ
両
方
が
傷
つ
く
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
差

別
を
し
た
人
は
罪
悪
感
を
引
き
ず
っ
て
い
く
し
、

受
け
た
人
は
そ
の
傷
が
ず
っ
と
心
に
残

っ
て
い

き
ま
す
。
「
な
ぜ
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
の
だ

ろ
う
」
で
は
な
く
「
な
く
せ
な
い
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
が
不
幸
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

私
は
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
の
れ
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
で
す
。

(神
科
新
屋
)

[17J 71.3.76 



市立図書館[固⑫0880Jからのお知らせ

年度末処理のため、 3月31日(水)、 4月1日(木)は臨時休館です
上田地域図書館情報ネットワーク (愛称 :エコール)では 3 ・3月31日(水)
月31日(水)、 4月1日(ボの2日間、図書の年度末処理を実施します。
この処理に伴い、図書館情報システムが停止するため、両日休

館させていただきます。たいへんご不便をお掛けしますが、大切

な作業ですので、ご協力をお房長l'します。

休館中の本の返却は、正面玄関横の「返却ポスト」へ入れてく

ださ L、。

なお、この2日間は、上田地域図書館情報ネットワークが稼働
している右記の施設でも図書に関する利用ができませんので、ご

協力をお即応、します。

.4月1日(木)、
できない施設

上田市立図書館創造館分室圃⑫ 1758・塩田公

民館固⑬6883・川西公民館圃②5004・長

野大学附属図書館固⑨0005・丸子町立金子図

書館固⑫2414 ・東部町図書館固~5886 ・
坂城町立図書館固⑫3371・真田町図書館固⑫

2200 ・青木村図書館固⑬2224(長野大学

附属図書館は、館内整理期間のため、 3月26日{金)

から4月7日(水)まで長期休館になります〉

図書館から遠いかたのために移動図書館「やまびこ号」が巡回しています。

上田地域図書館情報ネットワーク・エコールで、多くの図書の中から利用で

き、予約やリクエス卜もできます。時間を確認の上、お気軽にご利用ください。

図書館で借りた本を「やまびこ号Jへ返すことができます。また、「やまび

こ号」で借りた本を図書館へ返すことができます。

、低 14/14附7/14(7J<)1 4/印刷7/16樹 14/21(7J<) 7/21附 14/2(金)7/2f金)14/7附7/7附 14/9(創7/9(創
}芸 15/12附8/4(7J<)I 5/14f金)8/6樹 15/19附8/18附 14/23(金)7/23幽 I4 /28(7J<) 7 /28(7J<) I 5/7 (金)7/30樹

百戸/2例 /川 )1日制/3引ω附9/8附い/2削 /20樹|印刷州側 |5/2糊 /問
16/23附 16/抑制 16/29附 16/11(金)9/10樹 16/16(71<)9/14(1<) 1 6/18働9/17働

駐

車

場

所

• 

時

間
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-2月定
例
会

2
月

2
日

ω開
催
し
た

2
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
第
一
中
学
校
特
別
教
室
の
開
放

に
伴
う
規
則
改
正
に
つ
い
て

4
月
に
移
転
開
校
す
る
第
一
中

学
校
の
特
別
教
室
を
、
生
涯
学
習

振
興
を
目
的
に
開
放
す
る
な
ど
の

改
正
案
に
つ
い
て
審
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ニ
上
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委

第
灯
回
市
民
総
合
体
育
大
会

冬
季
部
門

市
民
ス
キ
I

・

ス
ノ
I
ボ

I
ド
大
会

開
催
し
ま
し
た

2
月
幻
日
、
市
民
ス
キ

I

・

ス
ノ

l
ボ
l
ド
大
会
を
菅
平
ホ

ワ
イ
ト
ダ
ボ
ス
大
松
ス
キ

i
場

で
開
催
。
今
年
は
、
初
め
て
ス

ノ
1
ボ
1
ド
の
部
も
行
い
、
小

学
生
か
ら
一
般
ま
で
の

1
0
0

人
が
部
門
別
に
参
加
し
ま
し
た
。

員
の
公
募
制
の
導
入
に
つ
い
て

協
議
会
委
員
(
お
人
)
の
う
ち
、

2
人
の
委
員
を
公
募
に
よ
り
選
出

す
る
案
に
つ
い
て
審
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

三
山
本
鼎
記
念
館
運
営
審
議
会
委

員
の
公
募
制
の
導
入
に
つ
い
て

審
議
会
委
員

(
5人
)
の
う
ち
、

1
人
の
委
員
を
公
募
に
よ
り
選
出

す
る
案
に
つ
い
て
審
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

四
上
田
市
指
定
文
化
財
の
指
定
に

つ
い
て
上
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の

答
申
を
受
け
審
議
し
た
結
果
、

「
下
之
郷
三
頭
獅
子
」
を
指
定
し

ま
し
た
。

『
上
田
市
誌
』
編
さ
ん
だ
よ
り
⑩

『
上
田
市
誌
』
の
申
し
込
み

ま
だ
で
し
た
ら

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
し
込
み
を

ー
第
2
次
募
集
開
始
ー

一

第

2
次
予
約
募
集
を
始
め
ま
し
た

昨
年
の
暮
れ
に
、
第

1
次
の
予
約
募
集
を
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
市
民
の
か
た
が
た
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
村

や
県
内
県
外
の
各
地
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
予
約
申
し
込
み

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
北
海
道
や
熊
本
県
な
ど

の
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
も
注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

情
報
社
会
で
は
、
日
進
月
歩
、
新
し
い
方
法
や
し
く
み

が
考
え
出
さ
れ
ま
す
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
本
の
形
で

作
ら
れ
る
『
上
田
市
誌
』
は
、
こ
れ
が
最
後
の
も
の
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
別
世
紀
の
最
後
:
・
世
の
中
が
す
っ

か
り
変
わ
る
・
:
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
で
は
:
¥
あ
れ
こ
れ
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
第

2
次
の
予

約
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

ニ
頂
近
く
ま
で
登
っ
て
き
て
、
ふ
と
振
り
返
る
時

山
に
登
ろ
う
と
す
る
と
き
、
歩
き
始
め
た
ば
か
り
ゃ
、

山
の
ふ
も
と
あ
た
り
を
歩
い
て
い
て
、
ど
こ
ま
で
来
た
の

か
と
振
り
返
る
者
は
お
り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
、
胸
突
き
八
丁
に
さ
し
か
か
り
、
ハ
ア

l
ッ

ハ
ア

l
ッ
と
息
を
は
ず
ま
せ
、
相
当
に
高
い
と
こ
ろ
ま
で

登
っ
た
な
と
思
う
と
、
な
に
げ
な
く
ほ
っ
と
振
り
返
っ
て

み
る
も
の
で
す
。

人
生
も
そ
う
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
や
若
い
か
け
だ
し

た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
怖
い
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ

ど
も
、
仕
事
に
追
わ
れ
、
家
族
を
思
い
、
夢
中
で
生
き
て

き
て
、
あ
る
と
き
ふ
っ
と
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
、
振

り
返
り
た
く
な
る
と
き
が
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
こ
の
『
上
田
市
誌
』
が
皆
さ
ん
の
そ
ば

に
あ
る
と
、
き
っ
と
、
座
り
場
所
、
休
み
場
所
に
な
り
、

腰
掛
け
に
な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

三

目

を

耕

す

鎌
倉
の
駅
の
わ
ず
か
北
に
、
『
目
耕
堂
』
と
い
う
本
屋

さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
本
屋
さ
ん
の
本
の
カ
バ

l
に
使

う
紙
に
、
次
の
よ
う
な
漢
文
の
話
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

[19J 

d

、
力堂

骨
骨
川

4
S
N可
同
口

お
う
し
よ
う

「
王
詔
の
家
は
貧
し
か
っ
た
が
、
学
問
を
好
む
家
だ
っ
た
。

あ
る
と
き
、
三
日
も
の
問
、
食
べ
物
も
食
べ
ず
に
本
を
読

し
か

ん
で
い
て
や
め
な
い
。
家
の
人
は
王
詔
を
論
っ
て
、
『
こ

ん
な
に
困
っ
て
い
る
の
に
、
お
ま
え
は
ど
う
し
て
田
畑
を

お
も
む
ろ

耕
さ
な
い
の
か
。
』
王
詔
は
徐
に
、
『
私
は
、
常
に
目
を
耕

し
て
い
ま
す
。
』
と
答
え
る
ば
か
り
。
」

中
国
の
学
問
少
年
の
玉
詔
ほ
ど
に
い
か
な
く
と
も
、
私

た
ち
も
一
生
懸
命
日
を
耕
し
た
い
も
の
で
す
。

予
約
の
案
内
は
、

自
治
会
を
通
し
て
回
覧
し
ま
す
。

そ
の
注
文
票
を
切
り
と
っ
て
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

全
部
で
な
く
と
も
、
編
ご
と
の
注
文
も
で
き
ま
す
。

1
冊
あ
た
り

1
5
0
0
円
、
出
冊
あ
り
ま
す
。

11.3.76 
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品
問

作

数
一
・
m
N

稿
一
向
ト

投
一イ
J

の

一晴

狗

月
一1
1

A
寸

一
短歌・

JII柳・

投稿先/干386-0025上田市天神2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてください。

媛
司欠

宮
崎

盛
登
選

日
間
門

別

所

温

泉

増

津

源

一

日
本
の
歌
忘
れ
ず
に
唄
い
け
リ
残
留
孤

児
の
白
髪
か
な
し岡
丸

田

俊

雄

シ
ベ
リ
ヤ
の
凍
て
つ
く
荒
野
に
四
年
半

北
斗
星
仰
ぐ
た
び
に
思
う
も

石

神

関

清

人

あ
か灯
リ
つ
く
窓
も
少
さ
湯
の
町
よ
外
は
師

走
の
風
吹
き
す
さ
ぶ
下

紺

屋

町

羽

根

互

雪
や
み
て
凍
て
つ
く
街
に
寒
行
の
う
ち

わ
太
鼓
の
音
聞
こ
え
く
る

凪
門
阿
J

小

牧

宮

島

正

雪
晴
れ
て
今
宵
新
月
冴
え
わ
た
リ
世
の

も
ろ
も
ろ
の
鎮
ま
る
ご
と
し

下

郷

土

原

宗

雄

雪
の
道
こ
ろ
ば
ぬ
よ
う
に
と
妻
の
声
背

に
受
け
年
令
を
思
い
出
納
て
ゆ
く

材

木

町

大

谷

文

子

わ
だ
か
ま
リ
解
け
ず
去
リ
ゆ
く
弟
の
尖

リ
し
肩
、
が
最
後
ど
な
リ
ぬ

馬

場

町

武

井

宏

雄

島
説
臆
せ
ず
語
る
老
い
母
に
娘
の
病
室

の
空
気
明
ら
む

長

島

井

津

泉

水

お
ろ
が

明
け
そ
め
て
、
初
日
拝
む
ど
い
で
観
れ
ば

行
剛
一
・
上
田
市
三
T
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
|
什
|
叩
)

発
聞
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
苧
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
|
刊
)

雪
の
山
の
端
月
冴
え
わ
た
る

小

泉

間

島

百

江

鮮
や
か
な
話
は
こ
び
よ
折
々
に
ク
イ
ズ

を
入
れ
て
講
師
は
説
く
も

ひ

ば

り

が

丘

福

島

栄

子

言
の
葉
に
知
性
を
秘
め
て
語
る
人
親
し

さ
お
ぼ
え
職
を
た
ず
ね
ぬ

中

村

上

原

は

な

は
や逸
れ
ど
も
足
ま
ま
な
ら
ず
焼
芋
屋
笛
の

音
の
こ
し
角
ま
が
リ
行
く

城

北

山

崎

深

幸

亡
き
父
の
遺
骨
を
土
に
返
す
時
長
き
す

ぎ
去
リ
胸
に
せ
ま
リ
来

小

泉

清

水

悦

男

グ
ア
ム
の
海
に
沈
み
し
ど
う
輸
送
船
す

で
に
住
み
つ
く
珊
瑚
幾
千

海

野

町

竹

内

里

味

教
室
に
西
日
さ
し
い
る
午
後
の
時
間
三

角
定
規
に
映
る
冬
空
緑

が

丘

津

林

清

司
-
え
さ

冬
枯
れ
の
千
曲
の
中
州
に
白
鷺
の
餌
を

あ
さ
リ
て
浅
瀬
を
走
る

(
評
)
作
品
は
わ
か
り
や
す
く
読
む
者
の
心

を
と
ら
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

選
者
詠

ひ

な

た
ご

け

み

ち

熔
岩
に
日
向
苔
白
く
生
ふ
る
径
土
鳩
歩

み
よ
る
一
羽
ま
た
一
羽。F

伺

矢
島

渚
男
選

集
園
園
周
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